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1 オイラー積
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で、これに両辺に 1
22
をかけるわけだ。
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この 2つの式を引くと奇数の項だけが残る。
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となるのでしたね。したがって、奇数項だけの和は
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また、一方 ζ(2)は、式 (1)より、
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ともかけるので、奇数項と偶数項に分けると
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とすると奇数項は式 (3)だから式 (4)になるわけですよね。
ここで、偶数の集まりを
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とすると、式 (5)は、
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また、オイラーによって
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となり、式 (8)と矛盾する。

2 オイラー積の問題点
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とすると、
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ですね。そこで 1
p を両辺にかけてみましょう。
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となります。式 10、式 12両辺を引くと
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そこで、オイラー積について考えてみましょう。a = 12, b = 22, c = 32, d = 42, e =

52, p = p2となるわけですから、式 1から式 2の両辺を引くと、
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であって、式 3にはならない。
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